
令和7年度 「⼩さな拠点」及び地域運営組織の連携・協働促進に関する調査・検討業務

「⼩さな拠点」づくりHub in 静岡市
住⺠主体の地域づくりの⽀え⽅ ー⾥⼭くらしLABOに学ぶー 開催概要

2026年1⽉29⽇(⽊)〜30⽇(⾦） 開催⽇時

静岡県静岡市清沢地区 開催場所
・⾏政関係者（都道府県）
・⾏政関係者（市区町村）
・地域活動団体
・⺠間企業
・⼤学関係者

など17名

 参加者

 プログラム

 開催要領  プログラムの概要

（1）全体ガイダンス
⾥⼭くらしLABO 池⽥⽒・河村⽒
 「住⺠主体の地域づくりの考え⽅」
 ⼈⼝減少・⾼齢化が進む地縁組織
の課題解決を⽬的に活動

（2）事例紹介、中間⽀援の着眼点からの学び・考察
①静岡市⼤川地区における移住促進への⽀援
⼤川移住定住促進協議会 会⻑ 永野守⽒
 取り組む根拠となる空き家調査を実施→地域の本気を促す
 移住促進に取り組む組織を⽴ち上げ→意欲ある⼈が動ける体制をつくる
 空き家物件の掘り起こし、受⼊体制構築で、1年半で6家族20⼈が移住

②清沢レモン部への事業継承と収益強化の取組
NPOフロンティア清沢 清沢レモン部⻑ 宮本佐知⼦⽒
 平成23年に始まった地域おこし事業の存続の危機に対して、地域を巻き
込む事業として再構築

 「⼥性の活躍」「持続可能性」「地域振興」に着⽬した運営スキームに
 販路拡⼤、広報強化、新商品の開発、地域への還元で収益を強化

③静岡市の中⼭間集落⽀援の取組
静岡市中⼭間地域振興課 関本⽒
 中⼭間地域を盛り上げるため「オクシズ」の愛称で振興計画を展開
 地域をよく知り、⽀援スキルをもつ中間⽀援との連携が有効
 全体最適化を⾒る⾏政施策に対して、地域との隙間を埋める存在



令和7年度 「⼩さな拠点」及び地域運営組織の連携・協働促進に関する調査・検討業務

 意⾒交換

 参加者アンケート結果

 話題提供「持続可能な地域⾃治のための中間⽀援、集落⽀援のポイント」
 ⾥⼭くらしLABOの地域⽀援の⼼がけ、中間⽀援としての基本姿勢を共有

意⾒交換 現地ワークを通じた「気づき」「学び・活⽤したいこと」
 気づき︓誠意を持って取り組む姿勢、⼥性参画、⾏政との連携体制、仲
介者としての意識（結果的に取組が進みやすい） 等

 学び・活⽤したいこと︓数字による客観的評価、できる・できないの明確化、
無理しないが継続する、地域が主体であり成果は地域に戻すこと 等

参加者振り返り︓地域⽀援に必要・重要なポイントの考察
 中間⽀援組織の現場での関わり⽅、⽀援プロセスの設計・伴⾛の全体像
への理解が進んだ

• データ（客観的根拠）に基づく合意形成
• 住⺠⾃らが納得・選択できるような場や過程のデザイン
• 地域住⺠、⾏政、他主体との関わり⽅や、複雑な利害関係をまとめていく
調整スキル、多⾓的な調整⼿法

地域の⼈が同じ⽬線で
地域づくりに取り組ん
でいることに感銘！

当事者の声と活動事例を
通じて活動の熱量や実態
を体感した！

【参加者回答から】 現場で信頼を得ている
⽀援理論が実践的で参

考になった

地域運営組織の形成、最適
化のための伴⾛⽀援や中間
⽀援のあり⽅を学びたい

地域が主体となって展開し
ている具体的な事例も詳し
く知る機会があるとよい

地域・中間⽀援・⾏政が
ゴールを⾒据え、役割を果
たすことが重要と感じた

数字で地域を⾒える化
※個別状況の把握はヒア
リングが必要

全体を⾒て、福祉・健康
など必要な⽀援の主体に
引き渡すことが重要


